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およそ わが国の 噴火口で は、 浅 間の それが 最も 端麗 

でも あり 壮大で もあろう。 直径 七百メ —„ ^ル もあろう 

かと 思われる 円い 火口 は、 中途から 殆んど 垂直 をな し 

て 深く えぐられ、 その 底から、 濛々 たる 噴煙に 交って、 

地底の 轟きが わきあがって くる。 払暁、 東天が 白んだ 

ばかりで 日光 はま だささない 頃、 火口 を視 きこめば、 

赤熱した 熔岩の わきた つ のが 見られる。 

それに 比 ぶれば、 この 御 鉢 火口 は、 なんとつ つまし 

く 明るく、 そして あらわに 自身 を 白日に 曝し てること 

か。 だが、 余りに あらわな もの は、 噴火口の 如く 熱 火 

を 内蔵す る 種類の ものに あって は、 凝視の 上に 象徴的 
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